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 アルツハイマー病の原因の一つとしてよく知られたアミロイドβ[1-40]は、繊維化する過程で左巻きヘ
リックスをとる割合が優位になることが報告されている。これはＬアミノ酸からなるペプチドでも左巻

き構造を取り得ることを示している。Ｌアミノ酸からなる左巻きヘリックスをデザインし、特性を調べ

ることができれば、ペプチドのアミロイド化する機構を調べる基盤となり得る。さらに、病態の進行を

遅らせるために、将来その機構の阻害方法について検討する。 
	
 本研究では、非天然型も含めた Lアミノ酸を組み合わせることで、4~12残基の左巻きヘリックスを合
成し、構造化学的研究を行うことを目的とする。まず、CDのコットンがαヘリックスと逆になる配列を
探索する。また、結晶化も試み、溶液スペクトルだけでなく詳細な構造解析を行う。 
	
 すでに、側鎖にもキラルを有する Thr のホモペプチドを合成した。また、側鎖のキラルが反転した
allo-Thr のホモペプチドを合成しているところである。ただし、このホモペプチドは溶解性が悪く、ス
ペクトル測定には困難が伴うことも判明した。溶解度改善のために、一部に Leuなどを導入した配列を
CSDを参考に検討しているところである。 
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